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平
成
29
年
度
第
7
回
地
域
協
議
会
は
、
平
成
30
年
2
月
9
日
（金
）午
後
2
時
か
ら
二
ツ

井
伝
承
ホ
ー
ル
洋
室
研
修
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
案
件
は
、
「二
ツ
井
地
域
の
現
状
と
今

後
の
対
応
に
関
す
る
意
見
書
」に
つ
い
て
の
1
件
で
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

二
ツ
井
地
域
の
現
状
と 

今
後
の
対
応
に
関
す
る
意
見
書
（案
） 
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裏
面 
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「 

意
見
書
提
出
に
つ
い
て
」 

 
 ①

「
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
」 

（
１
）
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
に
よ
り
、
労
働
力
が
十
分
に
確
保
で

き
ず
に
、
耕
作
放
棄
さ
れ
る
農
地
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
課
題
解
決
の
た

め
、
積
極
的
に
農
地
の
基
盤
整
備
に
取
組

み
、
作
業
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、

農
業
法
人
設
立
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、

農
業
経
営
指
導
経
験
の
あ
る
人
材
を
雇
用

し
、
二
ツ
井
全
域
で
農
業
基
盤
整
備
と
法

人
化
を
一
体
的
に
推
進
で
き
る
体
制
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
。 

 

 

②
「
雇
用
の
場
の
創
出
に
つ
い
て
」 

（
１
）
合
併
以
降
、
雇
用
の
場
の
減
少
に

伴
い
、
市
外
へ
の
人
口
流
出
が
進
行
す
る

中
、
平
成
30
年
夏
頃
オ
ー
プ
ン
予
定
の

「
道
の
駅
ふ
た
つ
い
」
を
、
地
域
活
性
化

の
起
爆
剤
と
し
、
新
た
な
産
業
拠
点
と
し

て
、
地
元
雇
用
を
創
出
す
る
場
と
す
る
こ

と
。 

＊
林
業
の
面
で
は
、
た
だ
原
木
で
出
荷
せ
ず
、
育 

 
 

苗
か
ら
生
産
、
さ
ら
に
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
な 

 
 

ど
の
付
加
価
値
を
つ
け
た
製
品
づ
く
り
ま
で 

 
 

事
業
展
開
を
し
て
い
け
た
ら
い
い
と
思
う
。 

＊
意
見
書
提
出
後
の
流
れ
に
つ
い
て
。
当
局
側
の 

 
 

「や
る
・や
ら
な
い
」を
は
っ
き
り
し
て
欲
し
い
。 

 
 

ど
ち
ら
に
し
て
も
地
域
協
議
会
への
回
答
を
い 

 
 

た
だ
き
た
い
。 

 
 

「言
い
っ
放
し
・聞
き
っ
放
し
」に
な
ら
な
い
よ
う 

 
 

に
お
願
い
し
た
い
。 

意
見
書
（案
）に
対
す
る
主
な
意
見 

＊
農
業
だ
け
で
な
く
、
「
農
林
業
の
振
興
」 

 
 

と
し
、
林
業
の
分
野
に
つ
い
て
も
追
加 

 
 

し
て
ほ
し
い
。
「
林
業
」
に
関
す
る
整
備 

 
 

事
業
も
精
力
的
に
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。 

＊
過
去
に
も
同
じ
よ
う
な
取
組
を
し
て
い 

 
 

る
と
思
う
。
過
去
の
取
組
に
対
す
る
課 

 
 

題
や
反
省
点
を
洗
い
出
し
、
課
題
解
決 

 
 

に
あ
た
っ
て
ほ
し
い
。 

＊
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
。
市
の
関
連
窓 

 
 

口
を
一
つ
に
ま
と
め
る
と
、
市
民
も
分 

 
 

か
り
易
く
、
法
人
化
を
一
体
的
に
推
進 

 
 

で
き
る
体
制
も
作
り
や
す
い
と
思
う
。 

＊
も
っ
と
若
い
人
が
魅
力
を
感
じ
る
よ
う 

 
 

な
具
体
的
な
産
業
を
記
載
し
て
も
ら
い 

 
 

た
い
。 

＊
雇
用
の
場
の
創
出
に
つ
い
て
。
道
の
駅
ふ 

 
 

た
つ
い
は
市
か
ら
指
定
管
理
者
に
移
る 

 
 

の
で
あ
れ
ば
、
地
元
雇
用
を
「
創
出
す 

 
 

る
場
」と
い
う
表
現
よ
り
も
「
期
待
す 

 
 

る
」
「
拡
大
す
る
」
と
い
う
表
現
に
変
え 

 
 

て
は
ど
う
か
。 

＊
山
間
に
あ
る
耕
作
放
棄
地
を
集
約
し
、 

 
 

耕
作
地
と
し
て
組
織
的
に
進
め
る
。 

（
２
）
二
ツ
井
地
域
に
は
入
所
可
能
な
福

祉
関
連
施
設
が
少
な
く
、
結
果
と
し
て
市

外
施
設
な
ど
に
受
け
皿
を
求
め
ざ
る
を
得

な
い
状
況
で
す
。
高
齢
者
や
障
が
い
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
生
活
が

で
き
る
受
け
皿
づ
く
り
の
た
め
、
二
ツ
井

地
域
へ
福
祉
関
連
の
入
所
施
設
を
整
備
し
、

雇
用
の
場
の
創
出
に
繋
げ
る
こ
と
。 

第7回地域協議会の様子 

この日が任期中最終の地域協議会でした。 
～委員の皆様２年間ありがとうございました！～ 

 
→

審
議
の
上
、
意
見
書
案
は
承
認
。 

 
 

林
業
振
興
に
関
す
る
意
見
を
追
加
し
、 

 
 

平
成
30
年
3
月
16
日
に
齊
藤
市
長
へ
提
出
。 



二
ツ
井
地
域
の
現
状
と

　
　
　
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

吉
岡
会
長
か
ら

　
　
　
齊
藤
市
長
へ

　
二
ツ
井
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け

　
　
　
意
見
書
を
市
長
に
提
出

 
 

意見書提出の様子 

 

平
成
30
年
3
月
16
日
（
金
）
、
地
域
協

議
会
の
吉
岡
正
雄
会
長
が
、
齊
藤
市
長
に

「
二
ツ
井
地
域
の
現
状
と
今
後
の
対
応
に

関
す
る
意
見
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。
意

見
書
の
内
容
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

 

①
「農
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
」 

（
１
）
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
に
よ
り
、
労
働
力
が
十
分
に
確
保
で

き
ず
に
、
耕
作
放
棄
さ
れ
る
農
地
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
課
題
解
決
の
た

め
、
積
極
的
に
農
地
の
基
盤
整
備
に
取
組

み
、
作
業
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、

農
業
法
人
設
立
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、

農
業
経
営
指
導
経
験
の
あ
る
人
材
を
雇
用

し
、
二
ツ
井
地
域
で
基
盤
整
備
と
法
人
化

を
一
体
的
に
推
進
で
き
る
体
制
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
。 

提出した意見書（表紙） 

（
２
）
林
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
に
加
え
、
森
林
施
業
の
採
算
性
が
低
い
こ

と
に
よ
り
、
十
分
な
森
林
整
備
が
出
来
ず
、

荒
廃
が
進
む
森
林
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
課
題
解
決
の
た
め
、
林
業
専
用
道
等
の

路
網
整
備
を
推
進
し
、
森
林
施
業
の
効
率
化

を
図
り
、
地
域
産
業
の
振
興
と
林
業
の
収
益

性
向
上
に
繋
げ
る
こ
と
。 

 

②
「雇
用
の
場
の
創
出
に
つ
い
て
」 

（
１
）
合
併
以
降
、
雇
用
の
場
の
減
少
に
伴

い
、
市
外
へ
の
人
口
流
出
が
進
行
す
る
中
、

平
成
30
年
夏
頃
オ
ー
プ
ン
予
定
の
「
道
の
駅

ふ
た
つ
い
」
を
、
地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
と

し
、
新
た
な
産
業
拠
点
と
し
て
、
地
元
雇
用

を
拡
大
す
る
場
と
す
る
こ
と
。 

（
２)

二
ツ
井
地
域
に
は
入
所
可
能
な
福
祉

関
連
施
設
が
少
な
く
、
結
果
と
し
て
市
外
施

設
な
ど
に
受
け
皿
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
状

況
で
す
。
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
受
け

皿
づ
く
り
の
た
め
、
二
ツ
井
地
域
へ
福
祉
関

連
の
入
所
施
設
を
整
備
し
、
雇
用
の
場
の
創

出
に
繋
げ
る
こ
と
。 


